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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
事業所の理念である「穏やかで安らぎのある暮らし」「心遣いや気配りのある生活」「地域を生きる私達」
「ゆったりと自由な時間」という４点を職員一人ひとりが意識して、日々の業務に取り組んでいます。又、
独自の「申し送りノート」を活用して、職員の「気づき」を書き込み、情報を共有することで日常的に職員
同士の連携が密に取れ、本人本位のケアの実践に繋げています。普段の生活の雰囲気が伝わるよう
にと広報誌「そよ風便り」の構成を工夫することで、事業所のありのままを伝えようとする意識が強く感じ
られます。長年に渡って築きあげてきた地域との繋がりを発展的に活かし、職員・入居者を含めた事業
所全体として、地域の一員としての役割を担っています。

基本情報リンク先

京都市右京区嵯峨釈迦堂藤ノ木町１９－１所在地

京都府京都市北区紫野上門前町２１

NPO法人　あい・ライフサポートシステムズ

所在地

評価機関名

自己評価作成日

訪問調査日 平成29年12月20日

嵯峨野ケアセンターそよ風　1F

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/26/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2670700349-00&PrefCd=26&VersionCd=022

評価結果市町村受理日平成２９年１１月２９日

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1  自己評価及び外部評価結果

2670700349

法人名 ユニマットリタイアメントコミュニティ

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 当センターは京都嵐山からやや北にあがった、自然に囲まれた風情のある静かな地域に位置していま
す。平成１４年１２月開設。館内の床は張り替えを行い、照明もLED化。１５年の歴史と新しい雰囲気を
持った施設です。、利用者様がゆっくりと穏やかに過ごせるよう、その人の持っておられる能力を考慮
し、手助けを必要とする部分を支援することを心がけています。また、清涼寺で行われるお松明、五山
の送り火鑑賞会、嵯峨祭の見学、京都マラソン見学といった季節にあったイベントから、定期開催のバ
イオリン演奏会やハーモニカ・ウクレレコンサート、音楽療法といった数々のイベント楽しんでいただく事
ができます。理念である「穏やかで安らぎのある暮らし」「心遣いや気配りの生活」「ゆったりと自由な時
間」「地域と生きる私たち」ことを恥じないように支援していきたいです。

事業所名

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 少しずつ増えている

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

3. あまり増えていない

3. たまに

4. 全くいない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない
3. たまにある

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

1. ほぼ全ての職員が

66

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

二か月に一度運営推進会議を開催、地域
の方をお招きし認知症の方についてしって
いただいたり、また、地域包括開催の地域
ケア会議に積極的に参加し、認知症の方へ
のアドバイスなども行っています。

運営推進会議専用のフォームを作成し、利
用状況や事故、イベント、センターの取り組
み、家族アンケートの結果報告など、セン
ターの運営状況を報告し、意見をいただく機
会を設けています。

運営推進会議が２カ月に１度開催されていま
す。併せて食事会や家族向けの看取り勉強
会、葬儀社の方によるご逝去された後の手
続きについての研修などを実施しています。
事業所の取り組み内容は広報誌にて報告し
ています。

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

毎朝朝礼時に、会社の理念とセンター独自
の理念を唱和しています。

運営推進会議や長年の自治会等の地域と
の交流を通じ地域の敬老会やお祭りへのお
誘いをいただいております。また、センター
よりも便り等を通じ情報の発信を行っていま
す。

近隣の小学校で催される敬老交流会に参加
したり、地域のカフェへのお誘いを受けるな
ど、長年培った継続的な関係性が構築されて
います。また自治会の保健委員として会議に
参加したり献血の手伝いをするなど、地域の
中でも必要不可欠な役割も担っています。

会社の理念と事業所独自の理念を掲げ、毎
日の朝礼時に唱和しています。また、会議の
際には理念に沿った取り組みがなされている
かを都度確認しています。

地域ケア会議やケアマネ会議に参加する中
で、市町村担当者との交流も確保している。
また、事故報告書の提出もきっちり行ってい
る。

事故報告書や運営推進会議議事録を役所
窓口に直接届けています。地域ケア会議や
ケアマネ会議にも積極的に参加し、能動的な
働きかけが出来ています。

運営推進会議議事録を入居者と一緒
に役所窓口まで届けるなど、入居者も
含めた顔の見える関係性を築く工夫
を検討されてはいかがでしょうか。

玄関については防犯上オートロックとなって
いますが、ベッドの４点柵、車椅子時のベル
ト他、身体拘束を行っている利用者はおられ
ません。また、ご家族様にも身体拘束をしな
いケアに取り組んでいる事を説明し、家族様
より要望があった場合でも身体拘束は行っ
ておりません。

月に１回「身体拘束廃止虐待防止委員会」を
開催し、身体拘束を行わないケアの状況報
告や今後の取り組みや予定について議論す
る場を設けています。研修に参加できなかっ
た職員にも報告書の提出を求めるなど、更な
る職員の資質向上に努めています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

毎月虐待の防止にむけた会議を行い、議事
録を配布。虐待防止の為の知識向上や見
過ごさない環境づくりにとりくんでいます。

センター長や管理者クラスの職員は各種制
度について理解しており、家族様や地域の
方よりの相談にアドバイスをしたり、実際に
制度の利用を手助けしたケースもあります。

契約の締結や解約、改定等の場合には、十
分な時間をいただき、説明を行っています。
その上でご理解、了承のうえ、署名捺印を
いただいています。

定期的に家族会を実施しています。意見箱
の設置やアンケートなども実施しており、家
族様の意向の把握に努めています。職員は
家族様来所の際等、にこまめにご家族様と
の話を行っています。

今年４月にアンケートを実施し、結果につい
ては家族会意見交換会で報告を行いました。
家族会に欠席された家族の方にも、来所時
に都度コミュニケーションをとって意見聴取を
行っています。

毎月の会議や、評価時等面談を行い意見
や提案をできる機会を設けています。

リーダー会議、フロア会議、全体会議をそれ
ぞれ月１回開催しています。日頃の出来事か
ら感じた点については「申し送りノート」に随
時記載しています。１２月からは全体会議で
意見を出しやすいように、グループ分けをし
てグループごとに発表できるような取り組み
を始めました。

センター長が各ユニットにこまめに足を運ん
でおり、各職員の様子や職場環境につい
て、十分把握しており、よりよい環境になる
よう、調整、配慮を行っている。

法人内外の研修の案内を回覧したり、また、
全体会議時にも研修を行い、参加できない
職員にも資料を配布し、研修報告書の提出
してもらうなど、各職員がスキルアップできる
環境が整備されている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援 ik
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

問い合わせ時や面談時など、少しでもより
詳しく家族様の要望を把握できるように努め
ています。また、センターについても十分に
説明、知っていただけるように努めていま
す。

研修や各種会議など、近隣のサービス事業
者と交流を持つ機会確保できている。今後、
情報交換会など親密な交流ができる機会を
より増やしていきたい。

入居前には家族様やケアマネより状況をお
聞きし、本人様とも面談を行っています。そ
の中で、色々な思いをお聞きし、センターの
事もお伝えする中で信頼していただけるよう
努めています。

本人様、ご家族様、関係施設等との話を通
じ、どのようなサービスの利用が家族様、本
人様にとって良いかを考え、相談、支援を
行っている。

職員は利用者様の能力を把握し、できない
事については支援をさせていただくように
し、暮らしの主役はご利用者様になるよう配
慮をしている。

利用者様の日頃の様子について、ご家族様
にもこまめに連絡を行い、イベントや散歩、
お電話等々、家族にも利用者様を支援して
いけるよう働きかけを行っている。

馴染みの方がこられた際にはお茶をお出し
し、ゆっくりお話しできる環境を整え、また気
軽に音連れていただけるよう配慮をしたり、
懐かしい場所で行われる敬老交流会に参加
できるよう外出支援を行ったりしました。

居室やリビングでゆっくり過ごしてもらえる空
間づくりを工夫しています。普段発する言葉
やしぐさから感じ取る気づきを、「申し送りノー
ト」に都度記載し、情報共有することが習慣
化されています。地域の敬老交流会には入
居者の中でも地域の方を優先的に誘ってい
ます。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

利用者様同士の相性等、職員が関係を把
握し、座席を工夫したり、円滑にコミュニケー
ションがとれるよう間に入る等、利用者様同
士がより良い関わりあいが持てるよう配慮を
行っています。

退去後もご家族様を家族会やイベントにお
誘いしたり、逆にイベントのお手伝いをお願
いさせていただいたり、退去された利用者様
のお見舞いに行くなど関係を大切にする取
り組み行っています。

入居時には利用者様本人、ご家族様、ケア
マネより要望の把握に努め、入居後につい
ても、利用者様の意向や思いに沿うことがで
きるよう努めています。

記録の中に本人の発した言葉をそのまま記
載するようにし、普段の会話の中から食べた
いものや生活のことを聞き取っています。「申
し送りノート」を活用し情報の共有が行われて
います。

ご本人様、ご家族様、ケアマネ、医療機関等
に十分に話を聞き、諸情報の収集を行い、
スムーズにサービスが提供できるようにして
います。

入居後に気づいた情報については各職員
が申し送りノート等に記載し、職員間で共
有、家族様とも連携をとり、現状の把握を
行っています。

定期開催しているカンファレンスにて現況を
分析、医師の往診の結果や家族様よりの要
望、センターでの生活で気づいたことを元に
介護計画の作成を行っています。

ケアプランを具体化した「介護援助計画表」を
別途作成しモニタリングを行っています。この
ことで現場での具体的な取り組み方法が分
かり、職員が迷わないように工夫されていま
す。水分補給の際、水分摂取が困難な方へ
常温より温かいものを提供することで水分摂
取が可能となったといった成功事例がありま
す。

日々の様子について、介護計画をもとに介
護支援経過記録に記載し、情報の共有や介
護計画の評価に活かしています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

様々な要望にお応えしていくため、センター
として、ターミナルケアや、自立支援にむけ
た取り組みを行っています。

地域ケア会議等で地域資源について情報
交換を行い、どのような資源をどのタイミン
グで活用できるのか意見交換を行い、適切
な支援ができるよう努めています。

家族様や本人様の希望により、センターが
提携している病院で医療支援を受けること
が出来る。また、今までのかかりつけ医をセ
ンター入居後も利用されているご利用者様
もおられます。

協力病院への変更やかかりつけ医の継続に
ついては、入居時に説明を行っています。協
力医療機関以外に２４時間対応の訪問看護
ステーションとの連携体制が整っています。
また、新たに提携病院を1か所追加し、選択
肢が増えました。

協力病院と別に訪問看護ステーションとも協
力体制を整えており、２４時間体制で情報や
気づきを相談し、必要であれば受診できる
体制を整えています。

受診や入院時に必要な書類を個人ファイル
に準備しており、正確な情報を伝達できるよ
う努めている。協力病院との連携の期間も１
５年と長く安心して治療ができ、早期退院で
きるような関係作りできている。

家族会での勉強会のほかに医師、セン
ター、ご家族様での面談など、定期的、必要
に応じた話し合いを行っており、方針の共有
化おおむね出来ている。方針の共有と各所
の支援をうけ、センターでターミナルケアを
行った方もあります。

重度化の際の指針については予め家族に説
明を行い同意を得ています。今年１名の看取
りを経験しています。本人がどうしたいか、と
いう観点から　家族向けの看取りの勉強会を
実施し、実例を出して理解を深めました。

緊急時のマニュアルを作成し勉強会も行っ
ているが、全ての職員が十分な実践力を身
につけているとまではいえないが職員間で
連携、連絡をとりながら適切な対応が出来
るような体制がおおむね出来ている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

共に生活を送る中で職員は各利用者様の
好みについてある程度把握しており、利用
者様によってお出しする飲み物を変えたりし
ています。また、盛り付けや配膳、テーブル
拭きなど、食事の準備を手伝ってくださる方
もおられます。

入居者一人ひとりの嗜好を把握しています。
色彩や品数を工夫して食欲をそそるよう支援
しています。盛り付けや配膳、片づけなど、一
人ひとりのできる範囲で自宅と同じように手
伝ってもらうなど、一緒にできる工夫をしてい
ます。

定期的に避難訓練や消防訓練をおこない、
マニュアルを整備し、災害時に適切な対応
ができるよう準備していますが、全ての職員
が十分対応できるとは言えない。

年２回（うち１回は夜間想定）の避難訓練を消
防署協力のもと行っています。訓練の内容は
写真付きで広報誌にて報告されています。近
隣スーパーの協力を得て、２日分の備蓄品を
確保しています。

利用者様を尊重し、適切な声かけができる
よう、マニュアルや研修、全体会議等々、常
に注意喚起を行っています。利用者様の尊
厳を損なうような声かけをしないよう、職員
同士で相互注意をすることもあります。

年１回職員向けの接遇研修を行っています。
更に、法人内の他事業所と合同でマナー研
修を実施しています。日常の業務内では、不
適切な声かけがあれば都度職員どうしで指
摘し改善しています。

１Ｆユニットでは、利用者様が職員に「何か
手伝いましょうか？」と気軽に声をかけてくだ
さったり、「今から散歩にいきませんか？」と
提案してくださる場面が毎日見られ、職員は
できるだけ思いにそえるよう援助を行ってい
ます。
ベッドで休まれ、食事を希望されない時は時
間をずらしたり、散歩の希望があったときに
は出来るだけ、散歩にお誘いするなど、集
団生活も大切にしながら各利用者様の希望
やペースにそっていけるような支援を心がけ
ています。

ご自分の化粧品や整容セットを持っておら
れる方も多くその方らしい身だしなみやお
しゃれをされている方が多い。ご自分で出来
ない方については職員が髪を結う等、援助
を行っています。

食事量や水分量について、毎日記録をして
おり、医師の指示に従ったり、適正に支援で
きるよう努めています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

食後には口腔内の清潔が保持できるよう、
声かけや見守り、口腔ケアを行っています。
月２回歯科往診も受けています。

水分量や食事内容、排泄パターンを記録し
ていく事により、薬にたよらない排便や、排
泄のタイミングにあわせたリードを行うなど、
排泄の自立支援にむけ取り組んでいます。

排泄チェック表で排泄パターンを把握してい
ます。排尿、排便、水分摂取量についてはケ
アプランに落とし込んで、自然排便が行える
よう自立支援に繋げています。

自然排便となるよう食事内容や水分、運動
量を確保するとともに、必要な方について
は、排便状況を記録しており、医療の力もか
りながら、便秘の予防に努めています。

入浴できる時間帯については、日中になり
ますが、お一人お一人毎に入浴を行ってお
り、リラックスできるよう十分な入浴時間を設
けています。マイシャンプー、石鹸を持って
おられる方もおられます。

イベント時には午前浴を取り入れ、入浴を拒
まれる方に対しては、声かけ頻度を増やした
りするなど、臨機応変な取り組みを行ってい
ます。、農園でとれたゆずを使ったゆず風呂
をしたり、入浴そのものを楽しむ工夫がされ
ています。

職員は利用者様の生活のリズムを概ね把
握しており、本人の生活習慣を尊重し、眠る
時間や起きられる時間、照明の明るさ、休
憩など好みに合わせています。

処方箋を回覧し、薬の効果や副作用、用量
など理解するよう努めています。副作用と思
われるような症状や職員が気がついた事が
あれば医師や看護士に相談し、指示をあお
いでいます。

職員が利用者様の好みや能力を把握し、新
たに分かったことがあれば申し送りノート等
で共有することにより、各利用者様により良
い支援ができるよう日ごろより、努めていま
す。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

回覧板を一緒にもっていく、家族と一緒に買
い物に出かける、病院受診時についでにドラ
イブする等、些細なことから一人ひとりに合わ
せた外出を工夫されています。介護度が重い
入居者は、玄関外で外気浴をしたり敷地内の
散歩に取り組んでいます。

各所に季節の飾りつけをしたり花を置いたり
し時節を感じていただけるよう工夫していま
す。また、格子戸や障子など和風で柔らかく
落ち着いた雰囲気となるよう空間作りもされ
ています。

廊下の壁には、イベント時に撮った入居者の
笑顔溢れる写真や手作りの作品を掲示して
います。また、居室の表札を季節ものに変え
たり、和風の照明を使うことで、季節感を感じ
落ち着いた雰囲気づくりの工夫をしていま
す。

ご利用者様の希望もあり、日々近隣の散歩
を行っています。家族様と化粧品を買いにな
じみの生協に行かれたり、地域からお誘い
をいただき、地域の敬老交流会に参加され
た方やお寺の屋台に買い物に行かれた方も
おられます。

金銭についてはお小遣い相当のお金を事務
所でお預かりしていますが各個人で使って
いだだけるような支援は現在十分に出来て
いません。

電話や手紙は希望により、随時できるよう支
援を行っています。先日は選挙に行きたいと
希望され、ご家族様へ連絡された方もありま
す。

建物はGH用として建設されており、全館段
差が少なく手すりも各所に設置されており、
ご利用者様が自分の力で安全に行動しや
すいよう配慮がされています。

食事を食べる各自の席だけでなくソファーや
椅子が各所に設置してあり、その時々に自
由な場所ですごせるようになっています。

入居説明時より、部屋には慣れ親しんだ家
具や好みのものを持ってきていただけるよう
お願いし、自分の部屋として落ち着いてすご
せる環境となるよう工夫しています。

全室南向きで窓が大きく広めの居室となって
います。居室のレイアウトについては家族に
も相談して物の置き方に配慮しています。昔
の写真や記念品を飾っている方もいます。居
室訪問時は「おじゃまします」と声掛けするな
どの工夫をしています。
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平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○
○

○ ○

○
○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2670700349 当センターは京都嵐山からやや北にあがった、自然に囲まれた風情のある静かな地域に位置していま
す。利用者様がゆっくりと穏やかに過ごせるよう、その人の持っておられる能力を考慮し、手助けを必要
とする部分を支援することを心がけています。また、清涼寺で行われるお松明、五山の送り火鑑賞会、
嵯峨祭の見学、京都マラソン見学といった季節にあったイベントから、定期開催のバイオリン演奏会や
ハーモニカ・ウクレレコンサート、音楽療法といった数々のイベントがセンターで過ごされる利用者様の
日常生活に楽しみをプラスしており、職員も共に楽しんでいます。理念である「穏やかで安らぎのある暮
らし」「心遣いや気配りの生活」「ゆったりと自由な時間」「地域と生きる私たち」ことを恥じないように支援
していきたいです。

法人名 ユニマットリタイアメントコミュニティ

事業所名 嵯峨野ケアセンターそよ風　2F

所在地 京都市右京区嵯峨釈迦堂藤ノ木町１９－１

自己評価作成日 平成２９年１１月２９日 評価結果市町村受理日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/26/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2670700349-00&PrefCd=26&VersionCd=022 １階と同じ

評価機関名 NPO法人　あい・ライフサポートシステムズ

所在地 京都府京都市北区紫野上門前町２１

訪問調査日 平成29年12月20日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

毎朝朝礼時に、会社とセンターの理念を唱
和しています。

１階と同じ

地域の敬老会・お祭りなどにお誘いをいただ
いております。センターでの催しや生活など
を掲載した、そよ風新聞を回覧してセンター
での様子などを知っていただいてます。

二ヶ月に一回開催している運営推進で、地
域の方にも参加していただいています。その
中でも、認知症の方に対する理解に努め、
地域の方との繋がりも出来るように支援して
いる。

センター内の報告、家族様へのアンケート・
外部評価の結果を報告して意見交換を行
い、さまざまな意見を取り組んでサービス向
上に繋げています。

地域の会合に参加をして、協力関係の構築
に努めています。

防犯上玄関の扉はオートロックとなっていま
す。車椅子のベルトや４点柵などの、身体拘
束を行っている利用者様はおられません。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

身体拘束・高齢者虐待防止の会議を毎月
行っている。関連する記事や事柄もあれば
回覧をして、重大性として認識してもらい防
止に努めている。

ご家族様より相談がある場合には相談に
のっている。センターでも後見制度について
の研修なども実施が出来てなく理解としては
不十分である。

契約の締結や解約、改定等の場合には、時
間をいただき、説明を行っています。その上
でご理解、了承のうえ、署名捺印をいただい
ています。

年に一度家族会を実施しています。意見箱
の設置、アンケートなども実施して家族様の
意向をお聞きできるようにしています。又、
日頃より利用者様、ご家族様としっかりとコ
ミニュケ―ションを図り、要望等をくみ取るよ
うにしています。

代表者は、職場改善・意見などの提案を常
時受け付けている。またフロアミーティング
にも参加をして意見の聞く機会も設けてい
る。

就業規則に法り整備されている。定期的に
面談を行ったりして、働きやすい環境整備に
努めている。ユニットの状況や実績把握にも
努めている。

会社内外の研修を受ける機会を設けられて
います。全体会議で１つのテーマを決め、研
修を行っています。ユニットでは、ＯＪＴを模
範としてスキルアップを図り、自己啓発の意
味でも研修参加を呼びかけています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

GH協議会など、他事業所との交流を深めら
れ意見交換が出来ている。参考にしてサー
ビス向上に努めている。

入居前の実調面談を行い、ご本人様とお会
いし、馴染みの関係になれるように話を傾聴
し、信頼関係を築き安心していただけるよう
に努めています。

担当ケアマネより情報提供を受け、初回面
談時にご家族様より要望や不安な事を聴
き、サービス計画・サービス提供に活かし反
映させている。

利用者様、家族様の意向を尊重して、しっか
りと把握、理解して最も必要とし、安心出来
るサービスを提供するようにしている。

出来る事はしていただき、出来ないところは
ご一緒にさせていただいたりして、日々の関
わりを大切にし支援しています。

センターでの催しがあれば、家族様に声を
かけ参加協力を依頼し、また面会時に、いろ
いろと話す機会もあるので、その時間も大切
にしている。

ご家族様、ご親戚、ご友人の方が、面会の
際には居室やリビングにてゆったりとした時
間を過ごしていただくように雰囲気作りも心
がけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

利用者様同士の関係を把握し、職員間で意
見を共有しながら利用者様同士が楽しく生
活できるように努めている。

退居後も、そよ風のイベントなどにお誘いし
たり、いつでも気軽に来訪していただける関
係を継続できるように努めている。

日々の生活の中で、利用者様との関係を作
り、職員間で話し合い「その人らしさ」にあっ
た、暮らし方や希望を考えて支援している。

ご本人様からお話をお聞きしたり、家族様か
らの情報などをお聞きして、情報収集して把
握し職員間でも共有して少しでも慣れ親しん
だ、生活を送っていただけるように努めてい
ます。

些細なことでも、申し送りノートや経過記録
に記載し、職員全員が把握出来るように努
めています。

日々の生活の中から、情報収集を得てカン
ファレンスを行い、必要に応じては家族様に
も参加を呼びかけたりして介護計画を作成
している。

経過記録や申し送りノートの情報、職員がそ
の都度感じたことなどを聞いて、情報共有し
見直しを行い介護計画に反映させている。

14/27 あい・ライフサポートシステムズ



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

センターのサービスだけにとらわれず、柔軟
な対応を行いサービスの向上に繋げてい
る。

地域のネットワークを活用して、ご協力をい
ただきながら安心出来るような生活を支援し
ています。

提携病院と連携し、主治医や看護師と連絡
相談できる体制になっている。かかりつけ医
を希望されている方は受診を継続できるよう
にしている。

提携病院の他に訪問看護ステーションとも
連携がとれており、２４時間相談できる体制
が整っている。

提携病院と連絡を密に取って、情報交換を
行っている。職員の方でも、お見舞いなどに
行き情報収集を行い、早期退院に向けた取
り組みも行っている。

重度化や終末期に向けた取り組み、説明を
行っている。家族様によって同意している家
族様もおられる。その方には提携病院の担
当医、職員も交えて終末期に向けた方針を
共有している。

訓練を通じて実践力を身につけるように努
めているが、全員が対応出来るとは言えな
い。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

定期的に避難訓練や消防訓練を行ってい
る。近年の自然災害の喚起に伴い、ハザー
ドマップを作成し活用して認識を高めていけ
るように努めています。非常時備蓄表を作
成し飲料水と食料、その他の物品などを備
蓄を計画的にしている。

1人1人に対して、常にその意思と尊厳を大
切にし、敬意ある対応に配慮いる。勉強会
やミーティング時、職員間の会話でも、接遇
面・プライバシーの保護について話し合い、
気付いた時などは指摘し確認をしている。

ご本人様が、自己決定出来る場面を提供出
来るように心がけている。

利用者様のペースや希望に合わせて、生活
を送れるように心かげているが、時として職
員都合で動いている時もある。

月に一度、出張美容室に来ていただいてい
る。服を選ぶ楽しみや、その人らしい身だし
なみやおしゃれを支援している。

年々、ご一緒にしていただけることが難しく
なってきているので、食事で楽しんでいただ
けるように、季節や行事に合った、旬の食材
や見た目を楽しんでいただけるよう、色彩に
もこだわったメニューを提供しています。

水分・食事摂取量を記録、把握をして、その
方の好き嫌いや、咀嚼・嚥下状態に応じて
キザミ食・ミキサー・スムース食といった食事
形態で提供している。食事量が少ない方に
は、栄養補助飲料を提供して摂取していた
だいている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

起床時、入床前に個々に合わせて行ってい
るが、できない時もある。月２回の歯科往診
を受け、助言などをいただきながら清潔保持
をしている。義歯の定期的な洗浄も配慮して
いる。

排泄を記録することで、排泄のリズムを把握
している。パターンを把握し排泄誘導を行い
トイレでの排泄に努め、自立にむけた支援
を行っている。

繊維質の多い食事、ヨーグルトを摂取してい
ただいたり水分量にも配慮し、運動などを取
り入れ便秘にならないように努めている。

時間帯は日中に限られているが、ご利用者
様の意見や習慣を大事にし、健康状況に合
わせた入浴支援を行っている。入浴をされ
たくない方などは、毎日タイミングを見計らっ
て声かけをしています。

個々の生活状況を把握し、体調などに考慮
し自由に休息をしていただいている。日中は
適度な運動を促し、安眠出来るように支援し
ている。

職員間で薬剤情報を回覧し理解している。
利用者様の日々の行動や病状の変化につ
いては情報共有し、医師や看護師に相談し
ている。

レクリエーション、散歩、会話、個々の趣味
などを活かし張り合いや喜びのある生活を
支援しています。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

散歩・ドライブなどにお誘いしたり、無理な方
は、外気浴などして外の景色や雰囲気を楽
しんでいただいているが、利用者様のADL
が下がってきておられ、なかなか外出の支
援が難しくなってきている。

金銭については、事務所で管理している。外
出の際は、利用者様が買いたい物があれば
選んでいただき、支払いは職員と一緒にし
ている。

電話を希望される方には、時間帯や本人の
状態を考慮して支援をしている。手紙につい
ては、必要があれば代筆を含め、いつでも
出せるようにいている。

季節感がある飾り付けや、生け花を置いた
り香りなども取り入れ、環境に準じて快適に
暮らせるように努めている。

バリアフリーになった建物になっている。文
字や絵で場所を表示したり、簡単な案内を
作成し自立した生活が送れるように支援し
ている。時間の把握ができるように掛け時計
を見やすい位置に設置している。

気の合った利用者様同士を、一緒の席に
座っていただいたりソファーを設置したり、工
夫をしている。共有空間では時々席替えな
どを行い、快適ににすごせるよう努めてい
る。

慣れ親しんだ物や家具をもってきていただ
いている。利用者様が安心して居心地よく過
ごせるように工夫をしている。また行事など
でいただいた記念品や誕生日のお祝いをし
た物なども居室に飾っている。
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平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○
○

○ ○

○
○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2670700349 当センターは京都嵐山からやや北にあがった、自然に囲まれた風情のある静かな地域に位置していま
す。利用者様がゆっくりと穏やかに過ごせるよう、その人の持っておられる能力を考慮し、手助けを必要
とする部分を支援することを心がけています。また、清涼寺で行われるお松明、五山の送り火鑑賞会、
嵯峨祭の見学、京都マラソン見学といった季節にあったイベントから、定期開催のバイオリン演奏会や
ハーモニカ・ウクレレコンサート、音楽療法といった数々のイベントがセンターで過ごされる利用者様の
日常生活に楽しみをプラスしており、職員も共に楽しんでいます。インフルエンザ、ノロウィルスへ等の
感染症へのの注意喚起にも力を入れています。センターの理念である、「穏やかで安らぎのある暮ら
し、心遣いや気配りのある生活、ゆったりと自由な時間、地域と生きる私たち」という理念を大切にし、利
用者様の生活のお手伝いをしていきたいです。

法人名 ユニマットリタイアメントコミュニティ

事業所名 嵯峨野ケアセンターそよ風　3F

所在地 京都市右京区嵯峨釈迦堂藤ノ木町１９－１

自己評価作成日 平成２９年１１月２９日 評価結果市町村受理日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/26/index.php?action_kouhyou_detail_2017_022_kani=true&JigyosyoCd=2670700349-00&PrefCd=26&VersionCd=022 １階と同じ

評価機関名 NPO法人　あい・ライフサポートシステムズ

所在地 京都府京都市北区紫野上門前町２１

訪問調査日 平成29年12月20日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サー
ビス指定基準及び指定地域密着型介護予防サー
ビス指定基準における禁止の対象となる具体的な
行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

朝礼にて毎朝、理念を唱和し、共有してい
る。

１階と同じ

そよ風便りを地域へ向け、発行している。自
治会へ参加している。

家族会を設け、実際にセンターで起きた事
例や、認知症の勉強会を開いている。

施設の行事、事故、課題等を報告・相談さ
せて頂き、他施設の立場や地域の方からの
視点で意見を頂き、サービス向上に活かし
ている。

地域ケア会議に参加したり、役所に事故の
報告書を直接届けたり、ケアマネ連絡会に
参加したりして、協力関係を築くように取り組
んでいる。

身体拘束を目的とした行為はしていない。玄
関は防犯上オートロックとしている。ユニット
の入り口に手動の鍵を掛けることがあった
が、徐々にその時間を少なくし、現在は施錠
しないようになった。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

全体会議で学ぶ機会を設けている。互いに
注意し合えるよう、職員同士の関係を良く
し、風通しの良い雰囲気作りに努めている。

全体会議で学ぶ機会を設けている。まだ十
分とは言えないため、さらに職員の知識を増
やしていきたい。

入退居時に面談をし、不安や疑問点なども
伺い説明をさせて頂き、理解して頂けるよう
努めている。

家族アンケートに加え家族会の開催も増や
すことでご家族が意見を表せる機会を増や
している。また、面会時のご意見を職員・管
理者で共有し、運営に反映させている。

センター内では毎月の全体会議や日々の業
務の合間に、よく意見交換がなされており、
全体に通じる提案などは全体会議で議題に
している。センターと会社は事業部を経て相
互に意見話し合いをしている。

人員補充など職場環境の整備に向けて努
力している。会社としてもリフレッシュ休暇を
導入し環境・条件の整備に努めているが、
十分に活かせていない部分もある。

法人内外の研修を受ける機会を設けている
が全員が対象ではないので、事業所独自で
全体会議の場でも研修を行っている。他、ユ
ニット内でチームとして新人を育てていく環
境を整えたり、個人的にも研修に参加できる
よう案内している。

21/27 あい・ライフサポートシステムズ



実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

管理者研修やグループホーム協議会を開
き、各事業所間での研修・意見交換の機会
が増えた。

入居前の実調面談にてご本人とお会いし、
思いに耳を傾けている。入居後もご本人か
らよくお話をお聞きし少しでも不安を和らげ
るよう職員間で情報を共有しご本人の安心
に繋げるよう努めている。

入居前に実調面談を行い、要望等を伺いお応え
できるようにしている。入居後も要望等は常に聞
きだすようにしている。言葉で頂かなくても、どう
思っておられるか、何か不安なことはないか、察
するようにして、良好な関係づくりに努めている。

入居を検討された経緯、何に一番困ってい
るのか、何が一番不安なのか、等を聞き取
り、最善の支援ができるようにしている。

共に家事をしたり、一緒にお茶を頂いたり会
話したりしながら、一日を過ごして頂いてい
る。できることはして頂いて、できるだけ自分
で決められるように支援している。

小さな事であってもご本人の様子や変化をお伝
えし、認知症についての助言もしている。文化祭
やイベントにお招きし、実際にご本人のそよ風で
の姿・表情を見て頂いて、信頼関係を築いてい
る。

お手紙やお届け物などがあった際にはお礼の電
話で直接お話できるよう支援している。ご家族や
ご友人など来訪された時には居室やリビングで
ゆくりとお話して頂けるよう心がけている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

利用者様同士の会話によく耳を傾け、関係
を把握し、個々の性格を見極め、職員で意
見を共有し、利用者様それぞれが本人らし
さが出せるよう支援している。

年賀状のやりとり等、関係が続いているご
家族もいる。また、退居後であってもイベント
をお手伝い等参加して下さるご家族もおら
れる。

常に把握に努めている。ご自身で思いを表
すことが困難な場合が少なくないが、利用者
様の様子や発せられた言葉などを記録に残
し、カンファレンスで本人本位の視点から職
員で話し合っている。

入居前・入居後ともに、ご本人やご家族や
以前の施設等から情報収集をし、また、入
居後もご本人からお聞きしたことを職員間で
共有し、ご本人らしい生活をして頂けるよう
努めている。

日々の一人ひとりの様子を、申し送りノート
や個別の経過記録へ記載したり、口頭で申
し送ったりすることで職員全員が把握できる
ようにしている。また、気になったことは「気
づき」としてノートや口頭で共有している。

介護計画を作成する際に、職員でカンファレ
ンスを行い、ご本人のしたい事は何か、その
為に何を支援すべきか、ご家族の意向も含
め話し合っている。今後はご家族のカンファ
レンスの参加機会が増やせるよう取り組み
たい。

日々の様子や対応を記録し申し送り、情報
共有している。職員は、気づきがあった時に
その場の職員同士話し合いケアの工夫をし
ており、その方にとってのよりよいケアの実
践と見直しを日々行っている。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

日々の業務フロー・ケアプランは決まってい
るがその日によって利用者様の状態が異な
ることも多いので、職員がその場で判断し臨
機応変に対応している。

地域でのイベントへの参加、地域の他施設
の利用、地域の店で買い物など、地域で楽
しんで頂けるよう支援している。

提携病院と連携し、受診できる環境を整え
ている。かかりつけ医を希望されている方は
受診を継続できるようにしている。

提携病院の往診（隔週）や訪問看護（週１
回）の際に随時相談し、指示を頂き対応して
いる。

病院やご家族と連絡を取り情報交換を行っ
ている。また退院後も病院側からサマリーを
頂き、退院後の生活に支障のないようにし
ている。

入居時や早い段階からご家族に終末期に
ついて考えて頂くよう促したり話し合いの場
を設けたりしている。また、提携病院とも話し
合いの場を設け、医師、看護師、ご家族、場
合によっては職員も含めて終末期のケア方
針を共有している。

全体会議で学ぶ機会があるが、不十分と言
える。訓練を行うなど、実践力が見につくよ
う考えてきたい。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

定期的に消防訓練を行っており、消防署の
方にも来て頂いている。シフトの都合一度に
全職員が参加できないため、身につけるた
めに回数を増やしてほしいという意見もあ
り、考えていきたい。

言葉遣い、接遇マナーについて全体で勉強
会をしたり、チェックリストにて自己点検、そ
れをユニット会議で確認し合ったりすること
で共通意識を高めている。

その方その方に応じて、決めていただく、選
んでいただく、こちらが察知する、などして支
援している。その方の表情などをよく観察し
て思いに添えているのか考えるようにしてい
る。

利用者様お一人おひとりによって、またその
日その時によっても、どのように過ごされた
いか異なることを職員全員が理解し、希望
にそった支援をするよう努めている。

服選び、化粧、整髪など支援している。月に一回
訪問美容にて、ご本人のご希望に応じ、パーマ、
カット、毛染めなどして頂いている。イベントとして
ネイル体験ではマニュキアやネイルアートでお
しゃれができる支援ができた。

一人ひとりの好みや特徴など職員が把握し
ており、食べやすいような提供方法の工夫、
季節を感じられる食材を取り入れる工夫な
どしている。できる方には盛付や配膳、片付
けなどほぼ毎日して頂いている。

食事の量や形態など一人ひとりに対応した
提供方法をとっている。食事や水分が入り
にくい場合は、お好きな物や摂りやすい物を
一人ひとりの特徴に合わせ提供して栄養が
確保できるよう支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

起床後と夕食後は全員行って頂けるように
支援している。日中は口腔内に食べ物が溜
まりやすい方などはその時々に応じて対応
している。

水分と排泄のインアウトチェック表をつけて
リズムを把握することで、適切なタイミングで
のトイレ誘導やパット交換を行い、自立支援
やパットの不快感の軽減に努めている。

できるだけ食事（便秘の方にはヨーグルト・
牛乳・納豆・繊維食材を積極的に摂って頂
いている）や運動にて対応、次いで主治医に
相談し内服での対応をしている。

お一人あたり週２回程、時間帯は午後に設
定させて頂いているが、その中では時間の
制限はせず、ゆっくりくつろいで頂けるように
している。

ご自分で入床・起床できる方についてはご
本人の意思に合わせている。ご自分で表現
できない方については表情や歩き方等から
のサインを読み取り、お疲れの時は休んで
頂くなど支援している。

薬剤情報を読み目的や副作用、用法や用
量などについてよく認識するよう努めてい
る。服薬時は十分な注意を払い、間違えの
ないよう、日付や利用者様名を声に出して
確認している。服薬後の様子は往診にて随
時報告・確認できている。

文化祭などで利用者様を主役とした発表会
を行ったりすることで、それに向けた練習で
張り切っておられる姿があったりと、活き活
きとした姿を引き出せるよう支援している。
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実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

天気の良い日は散歩や外気浴をしている
が、遠出や個別ではなかなか出かけられて
いない。ご家族と連携がうまく取れ、ご家族
の支援で長めの散歩やドライブにお連れで
きた方もいる。

お金は施設で管理している。施設のイベントや近
所のお祭や個別レクなどで買い物する時にはご
自分で買い物ができるよう支援している。

やりとりをされる際には電話の隣で見守りし
たり年賀状の返事を書かれたりする際の支
援をしている。

季節の花をテーブルに飾ったり、季節の果
物を収穫したり、各居室の表札に月替わり
で変化をつけたりして、季節感を感じて頂け
るようにしている。一人ひとりの生活に合っ
た動線の確保や家具の配置なども工夫して
いる。

今日の日付、今月の行事予定、場所の案内
などを表示することでご自分で日付などを確
認できる支援ができている。館内はバリアフ
リーで、引き戸になっており、安全に自立支
援ができるようにしている。

テレビの前のソファでゆっくりされたり、仲の
良い方同市でおしゃべりされたり、基本、皆
様思い思いの場所でくつろいでおられる。必
要な場合は、職員がフォローに入り、一人ひ
とりの居場所づくりの支援をしている。

以前から使っておられた家具を継続して
使っておられたり、思い出の品など飾ってお
られたり、馴染みのものを持ち込んで居心
地良く過ごせるよう工夫している。
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